
The Chemical Society of Japan

NII-Electronic Library Service

T
唖 鐸蠕韈

S ° ° ’ ety ° f
　
Japan

　

　

宏

綣
饗
 

ー

氤〔げ
転巨
嚼げ吼
嵩

：昌…
『・…

∴

；

…

…

：
…

：

ー”
…

記
…
轟尸
ド肖
襲

叢
墾
籌
謡

訟

ガ、
罵

 

ン
霞

▽武
…
”
f・阿
匙・
窶
蕪

…二

窶
攣

　

へ…．「…

鑛…
騨

蝋
麟
簫

撚髄
緬…
鵬

藤』…
語、

離
鋪…

塾…………｛…
謡

曇
晦…、』…

繍』…
隔…、

疆
諞

翼

難

転

一
F…

門……
雌

攀
劉
…

瓢…
懇…
読

邏
疆…
韓…
鷄
恥…
獅…
戴
轄・
曝
叫

……
…
F…

凝
覇
野

諏
蠶……轡…………
濤
欝
黒

傭…
讃、…
喫 二

縫
讃、
趣
鞍

−
：

…
…・
電

巴

蜜
鷲

糞肖旧
試

∵

無

雛
禦
畷

鶲転、
：

蕪、
馨
無
疉．
謡

謡
鶴

窯ロー
：

：

：

：
・
：
…

…川
：

謬
遜・
舞ワド
∵

触
額

曳
凱
：旧畠叭旧
戯

諺
二

墜

卸
灘
誌
嵩

諺げ…

…
∵

鹸…
嚶…
ぶ…
翫…「……
鍬げ尸…
郎

夢
∵
為

ほコ
：川．口“コ
・、．
蠶

三
潰

シ

多
∵
a昌・…
鹸
諾

譱…
蚕…届
還…、…
領…厂
遜
沙

…

乱
；

£
∵巾、巨冑
誌。
浅「
曙需

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

削

・
…

黜
げ……

艶
8

』
∵。
ピ

罫
難

難

聟
譱“
驚…
甕・
蕊
ド

誌
目

潜胆“知
蕘
藝

蕪

毳

羅・・
き
霆、
曝

｛・、
藁叫…
∵四
∴
教

蕁石
∴い」

馨
爨

灘
蝿畠
甥

臨

鷲
誡 、
嬲 、…照
…

器
蕪

錦…・・、
畔

鍛
…
∵

灘 、

鑓
瓢

讖…
讌

爨…一
鍵
騒

響
購へ
灘
鏃
騨……、
鵬

………
野
論

蕘
護

莞
・

罵

藩
F・、F…

厂…
ぶ
：

蹊
蜜
画

恥
卿…
謡…
礎

毳・
犠厂
鴇e
蕪、…
握
躍

蕪冖
巽
轄
帽ぬ…置…げ
灘…
癒……
喜……・・
塾・……、
灘
鄭・
岬

§、
驚．．
竜、
呂

隙
漢匸
 F口・
震

掛こ匸
；
號・
湾匸
暖
：

＝
毒
“げ
器

ダ
：叭
∵

響旧
∵旧
：

夕

繋
灘げ…
即
寮

鑒届
難
翼
綴u
鷺、
霧

騫
猷．…、
蹇

謡
蔦鳶《、
ド、．、門
駕．“
灘
噴』
・

二川
；
”需
蚤
v

∵

；
…

望

鬟
三

…、…
諮

………
隈
喚

喫．…
議
戞
∵

詈耐
慰げ
罫
即旧
：冖げ
ら

 ”

琵
：、、川、“、
…

鷺臼h薹需“阿川、“、
暖、川、“、川、
壽肖占
コ「
鍔

野阿
ぎ
：

小 ・ 中 ・ 高の 化学指導の 連携プ レ ー

Combination 　PEay　 of 　Chemlcal 　TeaGhl 囗g　 In　 Elementary　 and 　Secondary　Schools

　 　 　 　 　 YAMAZAKI 　Yutaka

山　 崎 　 　 豊

金沢大学名誉教授　 匚学博 L

　べ 一
ト
ーベ ン の第五交響 曲を初 めて聞 い た人 は ， 冒頭 の

「
ダダダ ， ダー ン 」 と

響 くモ チ
ー

フ に度肝を抜か れ るだ ろ う。 や が て そ の 主題が形 を変え て 発展 しなが

ら ， 楽章の な か に繰 り返 し現 れ る こ と に 気づ く。と こ ろ で こ れ と同 じ こ とが化学

の カ リキ ュ ラム に も見 られ る 。 た とえば ， 酸塩基な ど，溶液の性質 に 関す る事項

は，小中高 を通 し て ，次第に レ ベ ル を高め なが ら繰 り返 し指導され る こ とにな っ

て い る 。
こ れ は ， ブル

ー
ナ

ー 「教育の過程」 に も記述 されて い るが ， 教材 は発達

段階に 応 じて 下か ら上 へ とス パ イ ラ ル 状 に 配 置 す る こ と が 適切 と の 心理 学の 示 唆

に 基づ く。

　 こ の 際 ， 各学校の 指導教 師が ， そ の 内容 を他 の 校種 で は ど の よ うに 指導 し て い

る か に，何 の 配慮 もな し に 授業 を進 めた としよ う 。 お そ ら く児童生徒 は
「何だ か

同じこ と を前 に聞い た 」 とい っ た漫然 とした印象を受け るだ けで ， 何の興味も得

られ ず ， 場合 に よ っ て は混乱をす ら招 くだ ろ う。 なん として も， 小中高の 校種間

の 緊密な指導 の 連携が 不可欠で ある 。

　 とは言うも の の ， 小中高で別個の 研究体制が 組織 され て い る こ と ， 各校種問の

慣習 の相違な ど ， 小 中高の 教 師相互 の 融和 に は ， 厳 しい 壁が存在 し，連携 の 実現
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しん　し

は容易で は な い 。ただ，い くつ か の 狭 い 地 域で ，
こ の 困難な壁 を克服 し ， 真摯な

教育研究活動 をさ れ て い る グ ル ープが あ る こ とを聞 い て い る 。 私の 関係す るグル

ープ を こ こ で例 に挙 げる の は恐縮で あるが ， 北陸の 石川地区に あ っ て は ， 小 中高

校教師間に親密な人 間関係が い つ とはな し に 出来上が り，
か な り以前か ら ， 教材

の 関連 の み な らず ， 指導方法 （発 問や討議 の 仕方な ど） に っ い て も，研究協力が

な さ れ つ つ あ っ た 。 そ の 結果 は何冊 か の 単行本 に ま と め ら れ ， また 金沢 と い う小

都市で 大都会に伍して小 中高校児童生徒の化学研究発表会が開催 され ，すで に 6

回を数える に 至 っ た 。 今回目本化学会の ご好意で ，
こ の グル

ープ の 実践的研究の

一端が 掲載 さ れ ま こ と に喜 ば し い
。

　取 り上げ られ た教材例の 溶解 は，溶質分子の溶媒 へ の 分散 を イメ
ー

ジ化す る こ

とで ， 化学 の 巨視的側面 と微視的側面 を結び付 け る好個の 教材で あ る 。 こ れ らの

教材が ， あ たか もラ ク ビー
の水 も漏 ら さ ぬ 連携 プ レ ーの ように ， 小中高校 と順 を

追 っ て レ ベ ル を上 げつ つ 指導 され る こ とで ， 学習者の興味が高ま り ， 生徒たち に

化学 の夢 を も た らす で あろ う。
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